
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
非
営
利
事
業
者
を
中
心
に

す
る
べ
き
で
す
。

確
保
が
進
ま
ず
、
家
屋
が

並
び
、
駐
車
場
契
約
の
募

集
が
行
な
わ
れ
て
い
る 

責
任
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

ま
た
、
認
可
保
育
園
な
ど
の
増
設
に
つ
い
て
は
、

営
利
を
目
的
と
し
た
株
式
会
社
で
は
な
く
、
公
立
や

６
月
中
旬
の
時
点
で
用
地

20

日

進
ま
な
い
事
態
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

こ
の
間
、
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
て
い
る
国
公

有
地
の
活
用
も
含
め
、
用
地
確
保
な
ど
に
は
、
区
が

012.6.14 
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今
回
の
よ
う
に
、
区
の
柱
と
な
る
計
画
を
民
間
に

丸
投
げ
す
る
こ
と
は
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
計
画
が

者
が
直
接

区
に
物
件
を
持
ち
込
み

選
定
の
上
で

計
画
化
し
、
新
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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党杉並区

計
画
の
一
つ
に
「
井
草
一
丁
目
十
九
番
」
に
株
式

会
社
経
営
の
認
可
保
育
園
の
増
設
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
保
育
園
は
公
募
に
よ
り
、
民
間
事
業

者
が
直
接
、
区
に
物
件
を
持
ち
込
み
、
選
定
の
上
で

れ
て
い
な
い
状
況
で
す

区議会議

も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す

計
画
の
一
つ
に
「
井
草
一
丁
目
十
九
番
」
に
株
式

ま
た

月
極
め
駐
車
場
の
事
業
者
に
も
話
を
聞
い

た
と
こ
ろ
、
「
い
つ
で
も
契
約
可
能
で
、
期
限
の
定

め
も
特
に
無
い
」
と
の
事
で
、
用
地
確
保
が
行
な
わ

れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

議員 

な
ど
は

今
後
十
年
間
の
杉
並
区
の
計
画
の
柱
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
増
設
の
規
模
が
不
足
し
、
計
画
の
遅
れ

も
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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○運営

ま
た
、
月
極
め
駐
車
場
の
事
業
者
に
も
話
を
聞
い

ば
か

二
年
間
契
約

て
い

る
。
立
ち
退
き
な
ど
の
話
は
聞
い

て
い
な
い
」
と
の
事
で
し
た
。 

杉

TE
 

ホ

ht

童
は
五
十
二
名
（
四
月
時
点
）
と
な
っ
て
い
ま
す

待
機
児
童
の
解
消
は
、
緊
急
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
待
機
児
解
消
に
向
け
た
「
認
可
保
育
園
の
増
設
」

な
ど
は
、
今
後
十
年
間
の
杉
並
区
の
計
画
の
柱
の
一

年 10 月開設

 120 名程度

場所 井草一

面積 約 90

床面積 813

事業者 （株

建
設
予
定
地
の
住
民
に

直

接
、
話
し
を
聞
い
て
み
る
と
「
賃

貸
契
約
だ
が
、
引
っ
越
し
て
き
た

ば
か
り
。
二
年
間
契
約
し
て
い

杉並区善福寺
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tp://yama

込
ん
で
も
入
園
出
来
な
い
児
童
は

一
三
〇
〇
名
を

超
え
（
六
月
時
点
）
、
無
認
可
保
育
施
設
な
ど
の
〝

ど
こ
の
保
育
施
設
に
も
入
れ
な
い
〟
完
全
待
機
児

童
は
五
十
二
名
（
四
月
時
点
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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度  ○対象

一丁目１９番

00 ㎡ 

3 ㎡ RC 造

株）サクセス

現
在

建
設
予
定
地
に
は

住

宅
が
並
び
、
月
極
め
駐
車
場
の
契

約
募
集
も
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
予
定
地
の
住
民
に
、
直
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今
年
度
、
杉
並
区
で
認
可
保
育
園
に
入
園
を
申
し

込
ん
で
も
入
園
出
来
な
い
児
童
は
、
一
三
〇
〇
名
を

象 0～5 歳児

番 

２階建 園庭

スアカデミー

予
定
で

た
が

現
時
点
で
は

土
地
の
確
保
も
進
ま
ず
、
開
設
の

目
途
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

現
在
、
建
設
予
定
地
に
は
、
住

１１

jp 

児 

庭あり 

ー 

当
初
は
十
月
に
開
設
さ
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
現
時
点
で
は
、
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家族総出で応援に 
   

大会当日は、妻と息子、ジイジとバアバが応

援に駆けつけてくれました。 
操法の前は極度の緊張状態になります。学生

プロレスなどで、大勢の前で試合などを行なう

のには慣れている私ですが、流石に、今までに

ない緊張をしました。 
３ヵ月以上もの間、訓練の支援に駆けつけて

くれた団員のみなさんの思いに応えるためにも

「全力で操法をやり遂げよう！」と選手一同、

気合が入っています。 
極度の緊張でしたが、息子の笑顔を見て、一

気にリラックス…。気持ちが楽になりました。

子どもの笑顔の力はスゴイものです。親バカ

ですね（笑） 

六
月
十
日
（
日
）
荻
窪
消
防
団
操
法
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
私
も
所
属
し
て
い
る
第
三
分
団
の
選
手
と
し
て
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
私
は
一
番
員
と
し
て
、
放
水
を
担
当
し

ま
し
た
。 

操
法
の
本
番
で
は
、
訓
練
中
に
経
験
し
た
事
の
無
い
ト
ラ

ブ
ル
が
重
な
っ
て
し
ま
い
、
厳
し
い
操
法
と
な
り
ま
し
た

が
、
分
団
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
で
も
あ
り
、

分
団
の
団
結
力
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

日
頃
か
ら
、
消
防
団
員
は
一
般
の
生
業
の
か
た
わ
ら
で
時

間
を
や
り
く
り
し
な
が
ら
、
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。 

近
い
将
来
、
首
都
直
下
型
地
震
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
中
、

消
防
団
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
経
験
を
糧
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。 

放
水
し
て
い
る
の
が
私
で
す
（
上
）

ホ
ー
ス
を
伸
ば
す
と
こ
ろ
（
右
） 

息子は同い歳くらいの子どもたちと仲良く遊んでいま

した 

今大会では、入賞は逃しましたが、第三分団の

指揮者、一番員、二番員が特別敢闘賞を受賞しま

した。私もトロフィーをもらいました。 

 訓練の成果を出すことが出来て、良かったです。

休日の早朝や、平日

の仕事終了後など

に、団員が一丸とな

って訓練に取り組

んできました。ホー

スを持って走るの

が私です（上） 

大会の後には打ち

上げで、盛り上がり

ました（右） 


